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家電製品などの機器からのメッセージングに「マイクロブログ」の仕組みを組み合わせ，家庭や

医療など限られたユーザで情報を共有できるシステムを設計する．機器からの情報と twitter などの
複数のマイクロブログを統合することにより人と人とのコミュニケーションにモノを加えた新しい

ネットワーキングサービスを実現する． 

Sharing messages of apparatus with LNS (Life Networking Service) 
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We are designing an extended messaging service of micro-blogs like twitter. It helps you to recognize 
statuses of friends and apparatuses by using your smartphone or a television connected to the Internet. Several 
limited users like your family or medical staffs can also share integrated timelines from messages of home 
electronics appliances and health care products. We call it “Life Networking Service (LNS)”. The simultaneous 
view of LNS realizes a new network service that involves people as well as things such as home appliances and 
supports their mutual communication. 

 

1. はじめに  

近年 Facebook1 や twitter2 などによる SNS（Social 
Networking Service）の利用が拡大した．SNS ではパ
ソコンやスマートフォンから短い文章で友人達と時間

軸で情報を共有することができる．我々は SNS の普
及によってソーシャルなつながりを広げ，友人達が何

をしているかといった情報を簡単に知ることができる

ようになった． 
一方，実生活の中では我々は身の回りのモノから

様々なメッセージを取得している．LED の点灯や音
声，液晶パネルに表示される文字などである．それら

の情報は瞬時に確認するものもあれば，ログのように

情報を蓄積して確認する必要があるものもある． 
最近では家庭の外からでもインターネットを介し情

報取得できるような情報家電も増えている．これらの

機器ではネットワークの設定だけでなく WEB からメ
ーカや機器毎に ID やパスワードの登録を行うなど，
より多くの設定を要求することが多い．またメーカも

情報を通知するためのシステム開発や安全にアクセス

するためのデータ管理やセキュリティ対応といった

様々な対応を行わなくてはならない．多機能化する家

電製品が増えると，機器から送られる情報をいかに整

理し管理するかが重要な課題となってくる. 
そこで本研究ではマイクロブログによるメッセージ

ングの共有に着目し，機器等からの情報を共有する新

しいシステムの開発を行う．本システムではグローバ

ルな「人と人」のネットワークである SNS を拡張し，
より身近な生活や地域に関わる「モノ」を含むネット

ワーキングサービスを実現する．LNS はこうしたネ
ットワーキングサービスを意味する我々の造語である． 
LNS の L は Life や Local といった意味を含んでいる． 

2. LNSにより実現できる社会  

LNS には，家庭内のイントラネット上のサーバや
インターネット上の外部サーバを通じて家電やヘルス

機器などのメッセージをユーザや家族，医療関係者と

共有することができる．これまでマイクロブログはプ

ライベートな情報を共有しづらかったが LNS では安
心して共有することが可能となる． 

2.1 twitterを用いた既存のシステム  
機器からのメッセージを twitter と連動させ通知す

る製品としては Withings 社（フランス）が開発した
WiFi Body Scale（WBS01）3がある．WiFi Body Scale
は無線 LAN 機能を備えた体重計である．体重を測定
すると体組成データから事前に登録された個人を判別

し，内蔵の無線 LAN からインターネット上のサーバ
に体重や体脂肪データを送信する．送信されたデータ

3	 http://www.withings.com 
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は利用者の専用の WEB ページからグラフとして確認
できるだけでなく， 自分の twitter アカウントから現
在の体重を通知することもできる．ダイエットを友人

たちに応援してもらいたいときは有効かもしれないが，

友人には知られたくなく自分のだけが twitter で知り
たい場合は非公開の twitter アカウントを作成し通知
するようにしておけばプライバシーを保つことができ

る．また一人暮らしの高齢者が，離れて暮らす家族に

健康状態を伝えるといった利用方法も可能だ． 
研究として機器と twitter を連動させた事例には

「郵便着いったー」がある[1]．郵便受けに開閉セン
サーとカメラを取り付け，郵便が投函されると写真共

有サイトに画像が投稿され，非公開の twitter アカウ
ントを通じ特定の twitter ユーザへ郵便が投函された
ことを通知する．他にも twitter と連動した機器やセ
ンサーを使ったシステムの研究[2]がいくつか行われ
ているが，twitter と連動した製品や研究では事前に次
の２つの設定を行ない機器からのメッセージを通知で

きるようにしている． 
① twitter のホームページからアカウントの作成(ID，
メールアドレス，パスワード，アイコン画像，非

公開設定，共有相手を設定) 
② 機器にネットワーク設定とアカウントを登録 
実生活の中でWiFi Body Scaleのような twitterに連

動しメッセージを通知する家電製品が増え，IT 機器
に詳しくないユーザが上記の設定を毎回行うことはあ

まり現実的な方法であると言えない． 
またマイクロブログでは利用者に無料でサービスを

提供する代わりに，投稿された情報をトレンド分析や

検索サービスのために外部へ提供している．またユー

ザページに WEB 広告を掲載する事で収益をあげてい
る．そのためソーシャルな目的以外で使用や収益に結

びつかないアカウントの作成については規約で禁止を

しているサービスもある．facebook では「物体などを
対象としたプロフィールの作成は規約違反」としてア

カウントを停止するなどの対応が行なわれている 4．

機器にソーシャルなアカウントを割当，メッセージを

通知させる場合は規約をよく理解したうえで使用しな

くてはならない． 

3.  LNSの設計  

上記のように twitter などのマイクロブログを利用
した実装には課題が多い．そこで我々はより簡単に共

有したい相手と共有したい機器とを設定できるシステ

ムを設計し，スマートフォンやインターネットに接続

可能なテレビ等の画面から友人や機器からの情報を一

元的に閲覧できるクライアントツールを開発する．  
3.1.1 家庭での想定利用例  
Aさんは自宅でインターネットに接続されたテレビ

で「野球のメンバーが足らない. グランドに集合でき
る人募集」との友人からの twitter メッセージを確認．
自宅からグランドは車で移動するが A さんの電気自
動車は充電中でまだグランドまで往復できるかわから

ない．その直後，車から「充電が完了しました」との

メッセージが通知．Aさんは友人と車からのメッセー
ジをひとつの画面で受け取ったことで「すぐに行くよ」

というメッセージを友人に送ることができた． 
上記の構成例を図１に示す．利用者は情報端末であ

るテレビ画面上にソーシャルな情報と家庭内の機器か

らの情報を一元的に確認できる．FAX やインターフ
ォン等の機器からも情報を取得する． 

 
図1 	 家庭における LNSの利用例 

3.1.2 医療・介護での想定利用例  
在宅での介護や看護では，食事や症状，体温や血圧

などの情報を記録し本人や家族，医師とで情報を共有

する事が重要である． 
図２では体温計や血圧計等のデータを医師や家族と

共有する例を示す． 

 
図2 	 在宅介護における LNSの利用例 
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3.2 仕様要件  
前述例を実現する上で LNS に求められる要件は下

記の２つである． 
① LNS クライアントアプリケーションはマイクロブ
ログクライアントと統合された UI により，友人
や身の周りの機器からの情報を取得できる 

② 機器から通知される情報は家族，友人，病院など
限られたメンバーとのみ共有できる 
本設計では機器からのメッセージの通知に twitter

などの既存のマイクロブログサービスを使用しない．

マイクロブログを使用せずに統合された UI を実装す
るために次のような実装をおこなう． 

3.2.1 WiFi機能付き SDカード  
家電製品が通信を行うためには BluetoothやWiFiな

どの通信モジュールが必要となる．我々はデジタルカ

メラなどで使用される挿抜可能な WiFi 機能付き SD
カードを使用する．本カードを使用する事でメーカは

機器に SD カードスロットとカードにデータを書込む
制御部を実装するだけでよく，独自に通信モジュール

を搭載する必要がない．また利用者にとっても使用し

たい機器だけにカードを挿入すればよい． 
無線通信機能付きの SD カードとしては Eye-Fi 社

(アメリカ)の Eye-Fi5カードや TREK 2000 International
社(シンガポール)の FluCard6などがある． 

 
図3 	 Eye-Fiカード(左)と FluCard(右) 

3.2.2  JPEGによる通信  
Eye-Fi や FluCard では JPEG ファイルを外部に転送

することが可能である．JPEG は画像データだけでな
く GPS から取得された緯度経度情報やカメラのメー
カやレンズ，絞り調整といった情報を記録することが

できる．これらの情報は Exif (Exchangeable Image File 
Format)と呼ばれ標準規格となっている．本実装では
機器からのメッセージを Exifに埋め込んだ JPEGファ
イルを外部へ転送することで通信を行う． 

またマイクロブログではメッセージと一緒に発信者

のアイコンが表示されることにより視覚的に情報の発

信者を判断している．LNS においてもどの機器から
メッセージが通知されているのか認識しやすいように

JPEG の画像を製品のイメージにしておきアイコンと
して用いる． 
メッセージを送信する際，アイコンとなる画像デー

タも送信される，そのため通信量は twitter よりも多
くなる．しかし画像を毎回送信しないようにするには

機器のアカウントとアイコンを管理するサーバなどが

必要となる，本研究ではインフラを少なくするためサ

ーバを使用せず画像データは毎回送信する． 
3.2.3 SDカードの通信インタフェース  
FluCard には２つの通信インタフェースを持つ，ひ

とつは PC や機器からファイルアクセスが可能なイン
タフェースである．一般的な SD カードと同じように
メモリにアクセスする．またカード内には OS と OS
を処理する小型 CPU が搭載されている．メモリには
内部 OS からもアクセスが可能で，内蔵された WiFi
アンテナを通じ HTTPアクセスやデータ送信をおこな
うことができる．本稿では本インタフェースを「ワイ

ヤレスインタフェース」と呼ぶ． 

 

図4 	 通信インタフェース 

 
3.3 データ送信の手順  
機器がメッセージを生成し，送信するための手順に

ついて以下にまとめる．  
(1) テンプレートデータの登録 
送信されるメッセージは機器に応じて様々である．

例えば FAX の場合であれば「FAX を受信しました」
や「用紙がなくなりました」などのメッセージである．

また体重計などでは「62.0kg」，「62.1kg」，「62.2kg」
といった単位毎のメッセージなども必要となる．ユー

ザはメーカのホームページ等からこれらのメッセージ

が書込まれた JPEG ファイルを入手し SD カードに保
存し，家電製品のカードスロットに挿入する． 

(2) メッセージの生成 
機器がメッセージを通知する場合はテンプレートデ

5	 http://eye.fi 
6	 http://flu-card.com 
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ータの中から対象となるデータを“DCIM”フォルダ
にコピーすることで生成する． 

(3) SDカードからの送信 
DCIM フォルダに JPEG ファイルが生成されると，

SD 内の OS がファイルの出現を検知し，「ワイヤレス
インタフェース」から FTP もしくは写真共有サービ
スにファイルを転送する．転送については Eye-Fi カ
ードや FluCardなどの仕様に基づいて行う． 

3.4 Picasa Web Albumsを使った実装例  
FTPサーバもしくは写真共有サービスに転送された

JPEG ファイルは WEB API を通じメッセージを取得
する．本稿では Google社 の Picasa Web Albums7を元

に説明する． 
Picasa Web Albums ではアルバムに写真を整理する

感覚で管理し，他のユーザに公開したり写真の追加を

許可する事ができる．また公開されている Picasa Web 
Albums Data API によりアルバム内の JPEG データか
ら Exif に書込まれたメッセージを取得することがで
きる．友人と電気自動車をシェアしているのであれば，

電気自動車用のアルバムを作成し友人と共有する．

SD カードからアルバムにファイルが転送されれば
WEB APIを通じメッセージが取得可能である． 

Picasa Web Albumsは現在 1GBまで無料で使用でき
る(2010 年 12 月)ため 128 ピクセル四方の LNS 用の
JPEGファイルは 2万枚保存できる計算になる． 

 
図5 	 メッセージの流れ 

twitter やその他のマイクロブログも WEB API を公
開しており，API を使った多くのクライアントツール
がある．Picasa Web Albumsや FTPにアップロードさ
れた JPEG ファイルも WEB API からメッセージと画
像を取得することができるため，twitter などのマイク
ロブログクライアントにこれらの API を対応させる

ことで twitter 等のマイクロブログと統合したクライ
アントツールの実装が可能となる． 

4. まとめ  

LNSでは機器からのメッセージを JPEG内に埋め込
んで発信する．JPEG の画像はアイコン画像として表
示される．また挿抜可能な WiFi 機能付き SD カード
をモジュールとして利用する事で，利用者は使用した

い機器だけにカードを挿入すればよく，twitter などの
マイクロブログのアカウントを作成する必要がない． 
またメーカや機器毎に異なるネットワークやアカウ

ントの設定も，PC にカードを挿入し共通のインタフ
ェースで登録できるため設定は簡単に行える． 
現在 WiFi 機能付き SD カードは量産化されており， 

マイクロブログの普及やスマートフォンの利用者拡大

の見通しから LNSを実現する環境は整っている． 
今後は NFC (Near Field Communication)8や Transfer 

Jet9 等の近距離通信でも同様に実装できないか検討を

行ない，ユビキタスセンサーネットワークに対応した

製品への応用など産業的な活性化や地域や生活の利便

性向上などに役立てていきたい． 
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